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あ
は
れ
や
、
庭
の
梅
三
四
本
、
何
も
肥
料
を
や
ら
ざ
れ
ど
、
春
く
れ
ば
、
花
を

著
く
。
鶯
も
來
り
鳴
く
。
裸
男
、
窓
の
内
に
て
、
之
を
聽
い
て
、
獨
り
樂
し
み

居
り
し
に
、
『
今
日
は
』
と
て
、
十
口
坊
來
た
る
。
午
食
を
共
に
し
て
、
一
二

時
間
雜
談
に
過
ご
し
け
る
が
、
十
口
坊
曰
く
、
『
梅
の
時
候
に
な
り
ぬ
。
何
處

か
へ
お
伴
申
さ
む
。
さ
る
に
て
も
梅
は
何
處
が
好
き
か
。
教
へ
給
へ
』
と
い
ふ

に
、
裸
男
得
意
に
な
り
、
『
花
と
い
へ
ば
櫻
、
花
見
と
い
へ
ば
、
櫻
を
見
に
ゆ

く
こ
と
を
い
ふ
。
梅
も
、
花
は
花
な
れ
ど
も
、
梅
を
見
に
ゆ
く
こ
と
を
花
見
と

は
云
は
ず
し
て
、
梅
見
と
い
ふ
。
又
探
梅
と
も
云
ふ
。
こ
の
探
梅
の
探
の
語
が

面
白
し
。
探
る
は
、
活
動
的
也
、
又
奮
鬪
的
也
。
櫻
の
咲
く
頃
は
、
春
風
駘
蕩
、

猫
も
杓
子
も
浮
れ
出
す
。
さ
る
に
、
梅
花
の
頃
は
、
春
寒
料
峭
た
り
。
霜
柱
も

あ
れ
ば
、
雪
さ
へ
降
る
。
梅
を
探
る
に
は
、
寒
風
と
戰
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
雪

と
戰
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
泥
濘
と
戰
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
元
來
梅
そ
の
も
の
が

氣
骨
あ
る
木
也
。
氣
骨
あ
る
人
に
非
ず
ん
ば
、
梅
と
同
化
す
る
能
は
ざ
る
べ
し
。

青
年
に
し
て
、
梅
を
探
る
者
あ
ら
ば
、
わ
れ
高
尚
な
る
趣
味
を
解
す
る
も
の
と

し
て
、
之
を
取
る
。
老
人
に
し
て
梅
を
探
る
者
あ
ら
ば
、
必
ず
や
意
氣
地
な
き

老
い
ぼ
れ
に
は
あ
ら
ず
』
と
陳
べ
立
つ
れ
ば
、
『
そ
ん
な
村
夫
子
的
御
説
法
は

眞
ツ
平
な
り
』
と
冷
か
す
。

『
さ
ら
ば
、
梅
の
名
所
を
説
か
む
。
先
づ
大
和
の
月
瀬
が
第
一
な
る
べ
し
。
熱

海
の
梅
園
は
、
山
腰
に
據
り
、
清
溪
流
れ
て
、
雅
致
あ
り
。
小
田
原
城
址
の
小

峯
山
、
水
戸
の
第
一
第
二
の
二
公
園
に
も
、
梅
林
あ
り
。
杉
田
は
横
濱
よ
り
二

里
餘
、
小
山
を
負
ひ
、
海
に
面
し
て
、
梅
多
し
。
本
牧
の
三
溪
園
に
も
梅
林
あ

り
。
鶴
見
の
花
月
園
に
も
梅
あ
り
。
近
く
東
京
の
南
郊
に
て
は
、
大
森
驛
畔
の

八
景
園
、
池
上
の
曙
樓
、
蒲
田
の
梅
屋
敷
、
原
村
の
立
春
梅
な
ど
あ
り
。
小
向

の
梅
園
は
無
く
な
れ
り
。
江
東
に
て
は
、
向
島
の
花
屋
敷
、
四
木
の
吉
野
園
に

梅
林
あ
り
。
龜
戸
の
臥
龍
梅
は
、
惜
し
や
、
老
木
枯
れ
た
り
。
江
東
梅
園
も
、

木
下
川
梅
園
も
廢
れ
た
り
。
龜
戸
天
神
の
梅
林
も
無
く
な
れ
り
。
西
郊
角
筈
の

銀
世
界
も
無
く
な
り
た
り
。
市
内
に
て
は
、
湯
島
天
神
、
芝
公
園
、
深
川
公
園

な
ど
に
も
梅
林
あ
る
が
、
關
東
に
て
は
、
青
梅
在
の
吉
野
村
の
梅
を
見
ず
ん
ば
、

梅
を
説
く
の
資
格
な
か
る
べ
し
。
四
面
み
な
梅
、
多
摩
川
其
の
中
を
貫
き
て
、

一
村
み
な
梅
、
老
梅
も
多
し
。
越
生





在
の
津
久
根
に
も
、
越
ヶ
谷
に
も
、
多
摩

川
畔
の
久
地
に
も
、
梅
林
あ
り
。
越
ヶ
谷
と
久
地
と
は
、
わ
れ
未
だ
之
を
見
ず
』

と
云
へ
ば
、
『
さ
ら
ば
其
の
久
地
の
梅
を
探
ら
む
』
と
い
ふ
。
山
神
も
隨
行
せ

む
こ
と
を
乞
ひ
し
が
、
『
今
か
ら
行
き
て
は
日
暮
れ
む
』
と
て
躊
躇
す
。
『
知

ら
ず
や
、
梅
は
晩
が
香
氣
高
き
も
の
也
。
又
梅
に
副
へ
た
き
も
の
は
、
清
き
水

也
。
林
和
靖
の
「
疎
影
横
斜
水
清
淺
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
の
句
は
、
古
今
の

絶
唱
也
。
久
地
は
多
摩
川
畔
に
あ
れ
ば
、
そ
の
清
淺
の
水
も
あ
り
。
今
か
ら
行

け
ば
、
時
も
亦
好
き
に
非
ず
や
』
と
、
裸
男
知
つ
た
風
の
事
云
へ
ば
、
な
る
ほ

ど
と
山
神
感
服
し
て
、
共
に
出
で
立
つ
。

　
目
白
よ
り
山
手
線
の
電
車
に
乘
り
、
澁
谷
に
下
り
て
、
玉
川
行
き
の
電
車
に

乘
り
、
大
山
街
道
を
通
り
て
、
終
點
の
二
子
の
渡
に
下
る
。
臺
地
に
據
り
て
、

眺
望
の
佳
な
る
行
善
寺
あ
り
。
清
水
堂
に
擬
し
て
造
り
た
る
祇
園
閣
の
下
に
瀧

を
設
け
て
、
夏
の
浴
客
を
待
ち
、
猿
、
鹿
、
鶴
な
ど
を
飼
養
し
て
小
兒
の
目
を

喜
ば
し
む
る
玉
川
遊
園
地
も
あ
り
。
菖
蒲
園
も
あ
り
、
櫻
楓
園
も
あ
り
。
酒
樓

相
接
し
て
、
夏
は
鮎
狩
に
賑
ふ
處
也
。
渡
舟
に
て
多
摩
川
を
渡
り
、
右
に
折
れ

て
堤
上
を
行
く
。
空
曇
り
て
、
風
寒
し
。
川
と
は
な
れ
て
、
ぽ
つ
〳
〵
梅
花
を

見
る
。
右
手
に
農
家
な
く
な
り
て
、
始
め
て
二
三
町
の
彼
方
に
、
一
堆
の
香
雪

を
見
る
。
堤
を
右
に
下
り
て
、
身
は
い
つ
し
か
其
の
香
雪
の
中
に
入
る
。
屋
根

門
の
内
に
、
大
な
る
藁
葺
の
一
構
へ
あ
り
。
川
邊
氏
と
て
、
こ
の
地
の
豪
農
也
。

梅
は
そ
の
構
外
の
前
に
あ
り
、
横
に
あ
り
、
後
ろ
に
も
あ
り
。
老
い
た
る
も
あ
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れ
ば
、
若
き
も
あ
り
。
麥
畑
入
り
込
み
、
竹
林
、
雜
木
林
相
接
し
、
松
林
も
あ

り
。
所
謂
梅
林
的
な
ら
ず
し
て
、
野
趣
愛
す
べ
し
。
掛
茶
屋
の
赤
毛
布
に
腰
を

卸
せ
ば
、
老
婆
茶
を
侑
む
。
『
持
主
は
誰
れ
』
『
川
邊
氏
』
、
『
何
本
か
あ
る
』

『
凡
そ
六
百
本
』
、
『
幾
何
の
收
入
か
あ
る
』
『
四
五
百
圓
』
、
『
梅
林
は
此

處
だ
け
な
る
か
』
『
一
昨
年
ま
で
は
、
山
の
彼
方
の
上
作
延








に
も
梅
林
あ
り
た

る
が
、
今
は
梅
を
切
り
て
、
栗
を
植
ゑ
た
り
』
。
こ
れ
に
て
要
領
を
得
た
る
が
、

老
婆
は
な
ほ
梅
の
根
元
に
堆
き
藁
を
指
し
て
、
『
藁
が
一
番
梅
の
肥
料
に
な
る
』

と
い
ふ
。
又
『
花
の
速
く
咲
け
る
は
、
其
の
實
の
生
ず
る
こ
と
遲
く
、
花
の
遲

く
咲
け
る
は
、
其
の
實
の
生
ず
る
こ
と
早
し
』
と
い
ふ
。
こ
れ
は
三
人
と
も
初

耳
也
。
『
い
づ
れ
が
酢
き
か
』
と
問
は
ざ
り
し
は
、
拔
か
り
た
り
。
人
に
譬
ふ

れ
ば
、
前
者
は
小
僧
上
り
に
し
て
、
後
者
は
學
校
出
な
る
べ
く
や
。

　
梅
林
を
辭
し
て
、
西
に
數
十
間
行
け
ば
、
一
帶
の
小
山
樹
木
を
帶
ぶ
。
多
摩

川
の
分
水
、
其
の
麓
を
洗
ふ
。
水
閘
の
下
、
數
十
間
の
間
、
水
清
く
し
て
深
く
、

流
る
ゝ
こ
と
駛
く
、
目
覺
む
る
心
地
す
。
風
の
寒
き
を
も
厭
は
ず
し
て
、
立
ち

盡
し
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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